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研究成果の概要（和文）：一般住民を対象に、生活習慣関連因子と腸内細菌との関係を検討した。門レベルで
は、腹腔内脂肪面積 (VFA)が高い男性ではFirmicutes門（F門）が低く、Bacteroidetes門（B門）が高かった。
VFAが高い女性では、F門が高く、B門とActinobacteria門が低かった。属レベルでは、VFAとBlautia属、
Bifidobacterium属とで負相関がみられた。腸内細菌と動脈硬化関連項目、栄養素摂取量との関連では、F門とた
んぱく質、総食物繊維摂取量との間に正相関、血糖、アルコール摂取量との間に負相関がみられ、B門とアルコ
ール摂取量とに正相関がみられた。

研究成果の概要（英文）：The association between lifestyle/lifestyle-related factors and gut 
microbiota were studied in a general population. The results were as follows. At the gate level,  
Firmicutes phylum  was low and Bacteroidetes phylum was high in men with high visceral fat area 
(VFA). In women with high VFA, Firmicutes phylum was high, and Bacteroidetes phylum and 
Actinobacteria phylum were low. At the genus level, a negative correlation was found between VFA and
 Blautiagenus genus / Bifidobacterium genus. On the other hand, regarding gut microbiota, 
arteriosclerosis-related items, and nutrient intake, A positive correlation was found between 
Firmicutes phylum and protein intake and total dietary fiber intake, while a negative correlation 
was found between Firmicutes phylum and blood glucose and alcohol intake. A positive correlation was
 found between Bacteroidetes phylum and alcohol intake.

研究分野：公衆衛生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Blautia属は腸内に多く存在する細菌であり、体内で肥満を解消するはたらきがある酪酸や酢酸をつくり出すほ
か、糖尿病、肝硬変、大腸がん、関節リウマチの患者で減少していることが報告されている。今回、Blautia属
と腹腔内脂肪面積とに負相関がみられ、上記疾患改善や肥満、糖尿病の新たな指標となる可能性が示唆された。
これまでの研究より、肥満症患者などでFirmicutes門の増加、Bacteroidetes門の減少が報告されているが、本
研究では体重、BMIとの相関はみられなかった。しかし、Firmicutes門、Bacteroidetes門がアルコール摂取と関
連し肥満に関与する可能性が考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年、腸内細菌叢と疾病、健康との関連性が注目され、腸内細菌が脂質や糖代謝に大きな影響

を与え、肥満や糖尿病などの病態にも影響を及ぼしていることが明らかになってきた。その理由

の一つに、分子生物学的解析法の進歩により腸内細菌叢の網羅的解析が可能となったことが挙

げられる。しかし、本法は手技や費用の面で、多くの対象者での測定が難しく、そのことがこの

種の研究の隘路となってきた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、一般住民を対象に、腸内細菌叢（16S-rRNA×MiSeqb method）と食習慣や睡眠な

どのライフスタイル、身体組成、動脈硬化関連項目、糖代謝などとの関連性を検討する。 

 

３．研究の方法 

岩木健康増進プロジェクトに参加した一般住民約 1,000 人を対象に以下の測定を行い、腸内

細菌と多項目との関連性を検討した。 

① 腸内細菌叢（16S-rRNA×MiSeqb method） 

② 身体組成、腹囲、腹腔内脂肪 

③ ライフスタイル：食事習慣、睡眠、喫煙、飲酒、運動 

④ 脂質代謝 

⑤ 糖代謝 

⑥ 動脈硬化関連項目（肥満、血圧、動脈硬化度など）など。 

ただし、年によって対象者数と測定項目に多少の相違があった。 

 

４．研究成果 

研究期間である 2017年から 2019年に 2015年を加えて岩木健康増進プロジェクト健診を実施

し、毎年 1,000名以上を対象に腸内細菌叢をはじめ動脈硬化関連項目のほかの測定、生活習慣の

聞き取りなどを実施し、腸内細菌叢と動脈硬化関連項目、糖、脂質代謝関連項目、食習慣との関

連について解析を行った。以下に示す結果（１）には 2015年を、結果（２）には 2017年のデー

タを用いた。その理由は 2015年には腹腔内脂肪を最も多くの対象者に測定しており、2017年は

関連項目を測定していた対象者数が最も多かったからである。 

 

（１）腸内細菌叢と内臓脂肪との関連 

腸内細菌と肥満との関連は、これまでも報告されているが、本研究では、インピーダンス法に

より求められた腹腔内脂肪面積（visceral fat area :VFA、単位：cm 2）を用いて、2015年に岩木健

康増進プロジェクト健診に参加した一般住民 1,001名（男性 391名、女性 610名）を対象に、腸

内細菌叢との関連を求めた。本対象者がもつ腸内細菌の約 98％を占める４門（Firmicutes, 

Bacteroidetes, Actinobacteria, Proteobacteria）のうち、VFAの高い男性では、Firmicutes門の割合が

有意に低く、Bacteroidetes門の割合が有意に高かった。女性では、VFAの高い群では、Firmicutes

門の割合が有意に高く、Bacteroidetes門と Actinobacteria門の割合が有意に低かった（図 1）。 

 さらに、属レベルで解析をしたところ、Blautia属と Bifidobacterium属が VFAと負の相関がみ

られた（表 1）。この関連は調整項目を変えても、同様にみられた。Blautia 属は、人種に関わら

ず腸内に多く存在する細菌であり、体内で肥満を解消するはたらきがある酪酸や酢酸をつくり

出すほか、糖尿病、肝硬変、大腸がん、関節リウマチの患者で減少していることが報告されてい



る。今後、Blautia属が上記疾患を改善する可能性や、肥満や糖尿病の新たな指標となる可能性も

考えられる。 

 尚、本結果は学会発表および、論文による発表を行った。 

 

 

 

 

（２）腸内細菌叢と動脈硬化関連項目、栄養素摂取量との関連 

 2017 年に岩木健康増進プロジェクト健診に参加した一般住民のうち、欠損値などを除外した

902名（男性 373名、女性 529名）を対象に、腸内細菌叢主要菌種４門（前述）について、動脈

硬化関連項目、栄養素摂取量との関連を検討した。Firmicutes門とたんぱく質摂取量、総食物繊

維摂取量との間に正相関、血清血糖、アルコール摂取量との間に負相関がみられた。Bacteroidetes

門はアルコール摂取量と正相関がみられ、Actinobacteria 門は血清血糖、HbA1c と正相関がみら

れた。Proteobocteria門は体重と正相関、グリコアルブミンと負相関がみられた（表 2）。 

 これまでの研究より、肥満症患者や肥満マウスで Firmicutes門の増加、Bacteroidetes門の減少

が報告されているが、本研究では体重、BMIとの相関はみられなかった。しかし、Firmicutes門、

Bacteroidetes門がアルコール摂取と関連し、肥満に関与する可能性が考えられる。 

  

(表 1) Blautia属、Bifidobacterium属と VFAとの関連 

Group1：VFA＜50、Goup2：50≦VFA＜100、Group3：100≦VFA＜150、Group4：150≦VFA 

(図 1) 腸内細菌叢（門）と VFAとの関連 



 

 

 

(表 2) 腸内細菌叢(門)と動脈硬化関連、栄養素摂取との関連 
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